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6-2 オートマチックトランスアクスルー基本点検,調整 

基本点検,調整 

準 備 品 

計 器 09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 導通点検用

油脂
キヤッスル·オートフルード·D-Ⅱ 

その他 トランスアクスル注入用

基本点検,調整 

トランスアクスルオイル量

1 オイル量点検 

注意 ·アイドル回転数を確認後,点検する。 

·車両を平坦路に停止させる。 

·トランスアクスル完全暖機状態(70~80℃)で点検する。 

(1)パーキングブレーキレバーを引く。 

(2) アイドル回転状態でシフトレバーをPからLまで各レンジをゆ 

っくり一巡した後,Pレンジに戻す。 

(3) アイドル回転状態でレベルゲージを抜き,ウエスでオイルを拭 

き取り,エアを吹きかけ糸くずなどを取った後,再度抑人して 

オイルがレベルゲージの「HOT」の範囲にあることを確認する。 

注意 ·オイル交換時など低い油温(20~30℃)でオイルを点検 

する必要がある場合は,レベルゲージの「COOL」の範囲 

内に調整した後,「HOT」の条件で再確認する。 

·レベルゲージの裏表でレベルが異なるときは,低い方で 

点検する。

<参考> ・使用オイル キヤッスル・オートフルード・D-I 

・ディファレンシャルオイル量の点検は,フィラープラグ 

を取りはずし,プラグ穴下端から+0〜-5mm以内に 

あること。

スロットルケーブル点検,調整 

A140L 

1 スロットルバルブ全開点検
0~1mm 

2 スロットルケーブル点検,調整 

(1)スロットルケーブルの取り付け状態を点検する。 

(2)アクセルレーターペダルをいっぱいに踏んだとき,ケーブル調 
アジャスティングナット

ブーツ
整用マークの先端とブーツ先端の長さを測定する。

調整用マーク

基準値 0~1mm 

基準値外の場合は,アジャスティングナットで調整する。 
K6536 
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オートマチックトランスアクスルー基本点検,調整 6-3 

A140E 
アジャスティングナット

スロットルバルブ全開点検1 ブーツ

2 スロットルケーブル点検,調整 

調整用マーク
(1) スロットルケーブルの取り付け状態を点検する。 

(2)アクセルレーターペダルを踏まない状態で、ケーブル調整用マ 

ークの先端とブーツ先端の長さを測定する。

基準値 0~1mm 
0~1.0mm 

基準値外の場合はアジャスティングナットで調整する。
×0983 

シフトレバー位置点検

◆ 

P
 R

N
D

2
L

 

そのままシフトレバー
注意 PからRレンジにシフトするときは,イグニッションスイ を動かすことができる

ッチをONにし,ブレーキペダルを踏んでシフトする。 

1 シフトレバー位置点検 

(1) シフトレバーをNレンジから各レンジにシフトする。このとき 
シフトレバーノブボタ

ンを押さないとシフト シフトレバーが円滑に操作でき,各レンジに節度よく動き、ポ 
レバーが動かせない

ジションインジケーターが正確に指示することを確認する。

(2) シフトレバーノブボタンを押したときのみP,R,Lの各レンジ 
E6602 

にシフトできることを確認する。

6 (3) エンジンを始動し,NレンジからDレンジにシフトしたとき車両 

が前進し,Rレンジにシフトしたとき後退することを確認する。 

シフトレバー位置調整2 

(1) スイベルナットをゆるめ,コントロールケーブルをはずす。 

(2) トランスミッションコントロールシャフトレバーを反時計方向 

へ止まるまで押し,そこから2段階戻した位置(Nレンジ)にす 

る。

(3) シフトレバーをNレンジに入れ,軽くRレンジ側に押した状態で 
N 

R スイベルナット トランスアクスル側のケーブルエンドをケーブルのガタをなく

p 
す程度に軽く押し込み,スイベルナットを締め付ける。 

T=150kg・cm 
3 

(4) 調整後,操作具合および作動を点検する。 

ニュートラルスタートスイッチ点検,調整 

1 ニュートラルスタートスイッチ点検 

D6764 
(1) パーキングブレーキレバーを引き,ブレーキを強く踏む。 

(2) シフトレバーをNまたはPレンジにシフトしたときのみエンジン 

が始動し,その他のレンジでは始動しないことを点検する。 

(3) シフトレバーをRレンジにしたときのみバックアップランプが 

点灯および,リバース位置ウォーニングブザーが鳴ることを点 

検する。そして、その他のレンジでは作動しないことを点検す

る。

(4)(2),(3)の点検で異常がある場合は,ニュートラルスタートスイ 

ッチの導通点検を行う。
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6-4 オートマチックトランスアクスルー基本点検,調整 

2 ニュートラルスタートスイッチ導通点検 

(1) エンジンルーム内のニュートラルスタートスイッチのコネクタ N B 

LL ∩ ーを切り離す。
PL 

4 3 2 1 (2) 各端子間の導通を点検する。 

基準 ○導通あり ○- 

9 8 7 6 5 
端子 B N C PL RL NL DL 2L LL. シフト位置21. RL 

○- ○ P DL NL 0 

R ○ 

SH-9-2-A ○- -○ N ○ ○ 

D ○ ○ 

○ 2 

L ○ ○ 

3 ニュートラルスタートスイッチ調整 
ニュートラル
基準線 (1) ニュートラルスタートスイッチのセットボルト2本をゆるめる。 

(2) シフトレバーをNレンジにする。 

(3) ニュートラル基準線と切り溝をニュートラルスタートスイッチ 

セット を動かして一致させる。
ボルト

(4) N→B端子間に導通があることを確認する。 

切り消
セットボルト (5)セットボルト2本を締め付ける。 

T=55kg・cm 

E4076 
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オートマチックトランスアクスルー機能点検 6-5 

機能点検

準 備 品 

(株)バンザイ ます。

オートマチックトランスミッシ
計器 扱い 油圧測定用

ョンオイルプレッシャーゲージ
OPG-200 

な

機能点検

注意 ·各テストは,必ず基本点検,調整およびエンジン点検 

調整を行った後に実施する。

・通常走行状態の油温(50〜80℃)で行う。 

・エアコンおよびオートドライブはOFF状態で行う。 

ストールテスト

注意 ·5秒以上連続して行わない。 

·ロレンジとRレンジの間隔は1分以上あける。 

(1)パーキングブレーキレバーを引き,輪止めをする。 

(2)エンジン回転計を取り付け,エンジンを始動する。 

6 (3) 左足でブレーキペダルを強く踏み,Dレンジ(Rレンジ)にシフ 

トし,右足でアクセルレーターペダルをいっぱい踏み込んだ時 

の最高エンジン回転数をすばやく読み取る。

基準値

エンジン型式 4S-Fi 3S-FE 3S-GE 

ストール回転数(rpm) 2300±150 2300±150 2400±150 

タイムラグテスト

1 タイムラグ点検 

注意 ·連続して測定するときは,1分間の間隔をおく。 

·測定は数回行い,平均値をとる。 

(1)パーキングブレーキレバーを引き,輪止めをする。 

(2)エンジンを始動する。 

(3) アイドル回転でNレンジからDレンジ(Rレンジ)に入れた時, 

コクンと音がして,ショックがあるまでの時間を測定する。 

基準値 N→ロレンジ 1.2秒以下 

N→Rレンジ 1.5秒以下 

油圧テスト

1 ラインプレッシャー点検 

(1)テストプラグを取りはずし,油圧ゲージを取り付ける。 

(2)パーキングブレーキレバーを引き,輪止めをする。 

(3)エンジンを始動する。 

(4)左足でブレーキペダルを強く踏み,Dレンジ(Rレンジ)にシフ 

トし右足でアクセルレーターペダルを操作して,各エンジン回 

転数における油圧を測定する。
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6-6 オートマチックトランスアクスルー機能点検

基準値

トランスアクスル型式 A140L, A140E (3S-FE) A140E(3S-GE) 

シフト位置 Dレンジ Rレンジ ·アダブター ロレンジ Rレンジ 

ラインプレッシャー
アイドル時 3.7~4.3 5.4~7.2 3.7~4.3 5.4~7.2 

(kg/cm2) 
ストール時 9.2~10.7 14.4~16.8 7.5~8.8 11.8~13.7 

E9745 

2 ガバナプレッシャー点検(A140L) 

(1) テストプラグを取りはずし,油上ゲージを取り付ける。 

(2) 中両をドラムテスターまたはスピードメーターテスターににセ 

ットする。

11 (3)パーキングブレーキレバーを引く。 

(4)エンジンを始動し,Dレンジにシフトして各卓速での油圧を点 

検する。

アダプター
基準値 (kg/cm2) 

30km/h 0.90~1.70 K1575 

車   速 60km/h 1.80~2.60 

90km/h 3.40~4.20 

走行テスト

点 検 項 目 点検および確認領要領

通常走行(一般的な市内走行)にて1st-22nd+3rd+0/Dと変速するこ 
Dレンジ変速機能 

とを確認する。

Dレンジ変速時のショックレベル 通常走行にて各アップシフト時のショックレベルを点検する。

トランスミッションコントロールスイッチ O/D速度域で,トランスミッションコントロールスイッチをON+OFFさ 

の作動 せ,O/D→3rdと変速することを確認する。 

Dレンジでアクセルレーターペダル全開発進し,1st→2ndへのアップシ 

アクセルレーターペダル全開時の変速点 フト速度を点検する。

注意 道路の安全を確認し行う。

1. 各ギヤポジションでキックダウン操作を行い点検する。 
キックダウン機能

2.キックダウン時のショックレベルを点検する。 

1.Dレンジ 3rdギャ走行中(40〜50km/h程度)D→2レンジにシフトし 

2ndギヤでのエンジンブレーキ作用を点検する。 
エンジンブレーキの作動

2.2レンジ 2ndギャ走行中(20〜30km/h程度)2→Lレンジにシフト 

し1stギヤでのエンジンブレーキ作用を点検する。 

平坦路をロックアップ速度域で定速心行中,アクセルレーターペダルを軽 
ロックアップ機能

く踏み込んだ時エンジン回転数が大きく変化しないことを確認する。

興音 走行中および変速時の異音を点検する。

2レンジマニュアルパターン機能 2レンジ マニュアルパターン発進時,2ndギヤで発進し,また, 1st=2 

(ECT付き車) ndと変速しないことを確認する。 

車両を坂路(約5°以上)に停止させPレンジにシフトし,パーキングブレ 
Pレンジの作動 

ーキレバーを戻す。この時,車両が動かないことを点検する。 
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オートマチックトランスアクスルー機能点検 6-7 

A140L 
(km/h) 

Dレンジ Lレンジ 

タイヤサイズ
スロットル開度100% スロットル開度0% スロットル開度100% スロットル

エンジン型式 開度0% 

(減速比) ロックアップ ロックアップ
1→2 2→3 3→0/D O/D→3 3→2 2→1 2→1 ON OFF 

165R13 45-Fi 50~64 95~109 35~47 62~69 57~65 15~26 89~106 38~47 41~51 185/70R13 

A140E 
(km/h) 

Dレンジ 2レンジ Lレンジ 
エンジン タイヤ パターン

サイズ セレクト スロットル開度100% スロットル開度0% スロットル開度100% 
スロットル
開度0% 

型 式 (減速比) スイッチ
1→2 2→3 3→O/D O/D→3 3-2 2→1 1→2 2→1 2→1 

49~54 93~102 30~35 21~26 87~96 40~45 49~54 40~45 45~50 エコノミー

3S-FE 185/65R14 パワー 57~63 104~113 33~38 ↑ 98~107 ↑ ↑ ↑ ↑ 

2ndギヤ固定のた 
マニュアル 45~50 82~87 30~35 ↑ 73~79 33~38 ↑ 

め1 :2 変速なし 

エコノミー 53~58 97~105 43~48 20~24 92~100 43~48 58~69 43~48 50~55 

3S-GE 195/60R14 パワー 58~69 107~125 50~55 ↑ 99~114 ↑ ↑ 

★
i
 

- 

2ndギヤ固定のた 
マニュアル 48~52 84~92 43~48 ↑ 77~82 36~41 ↑ 

め1⇄2変速なし 
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6-8 オートマチックトランスアクスルーエレクトリカルコントロール

エレクトリカルコントロール

準 備 品 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

計 器 

am 
09083-00060ミニテストリード コネクター部点検用

cm 

キーインターロック付きシフトロック装置

部品配置図

リバース位置ウォーニングブザー

キーインターロックソレノイド

1 

0 

ストップランプスイッチ

シフトロックコントロール シフトロックコントロール
コンビューター スイッチ

シフトロックソレノイド

AD012B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



オートマチックトランスアクスルーエレクトリカルコントロール 6-9 

機能点検

キーインターロック付きシフトロック装置

1 シフトロック作動点検 

(1) イグニッションスイッチをONにする。 

(2) シフトレバーの位置がPレンジであることを確認する。Pレン 

ジ以外の場合は,シフトレバーをPレンジにシフトし,シフト 

レバーノブボタンを解放する。その状態で、シフトレバーを操

作したときPレンジ以外にシフトできないことを点検する。 

(3)(2)の状態からプレーキペダルを踏み込んだとき,Pレンジ以外 

にシフトできることを点検する。

2 シフトロック解除ボタン作動点検 

(1) シフトロック状態のときシフトロック解除ボタンを押すことに 

より,シフトロックが解除されることを点検する。 

3 キーインターロック作動点検 1 

(1)イグニッションスイッチをACCにする。 

(2) シフトロック解除ボタンを押して,シフトレバーをPレンジ以 

外にシフトする。

(3) イグニッションキーがLOCK位置に回せないことを点検する。 

(4)シフトレバーをPレンジにシフトし,シフトレバーノブボタン 

を一度解放後,再度シフトレバーノブボタンを押した状態で保 

持する。

(5)イグニッションキーがLOCK位置に回らないことを点検する。 

(6)(4)の状態からシフトレバーノブボタンを解放したとき,イグニ 

ッションキーがLOCK位置に回せることを点検する。 

単体点検

シフトロックソレノイド

SLS+ SLS- 
1 シフトロックソレノイド点検 

2 1 (1) シフトロックソレノイドのコネクターを切り離し,SLS+端子 

にバッテリーの⊕,SLS-端子にバッテリーの一を接続したと 

きのソレノイドの作動音を点検する。

注意 点検は短時間で行う。

GA-2-2-C 

キーインターロックソレノイド

1 キーインターロックソレノイド点検 
KLS+ KLS- 

(1) キーインターロックソレノイドのコネクターを切り離し,KLS 

2 +端子にバッテリーの4,KLS-端子にバッテリーの○を接続 

したときのソレノイドの作動音を点検する。

注意 点検は短時間で行う。

GA-2-2-C 
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シフトロックコントロールスイッチ

1 シフトロックコントロールスイッチ点検 
P P1 P2 

(1) シフトロックコントロールスイッチのコネクターを切り離す。 

(2) 各端子間の導通を点検する。 

3 2 1 
基準 ○一〇導通あり 

シフトレバーノブ 端 子
シフトレンジ位置

ボタンの状態 P P1 P2 
...... 

解放(離したとき) 
GA-3-2 

Pレンジ ○ 
押したとき

P Pレンジ以外 ○ 
I ACC 

SLS- SL.S+ Pz D 

シフトロックコントロールコンピューター3 
1 2 3 6 5 

1 シフトロックコントロールコンピューター点検 

KLS+ STP E (1) 各コネクターを接続した状態でミニテストリードを接続して点 

コネクターA コネクターB コネクターC 検する。

S-6-2-D S-2-1-G GA-3-1 注意 ・テスターの接続は欄の左側の端子にテスターの④,欄の 

右側の端子にテスターの一を接続する。

·エンジン停止時のバッテリー電圧が10~14Vであること 

を確認後,点検を行う。 

コ
ネ
ク
タ
ー

端子 テスター接続 測定
基 準 値 端子記号 入出力 測定条件

番号 ④ ‡ ① 項目

1 ACC 入力 A1←→ A5 電圧 イグニッションスイッチ OFF-ACC 0V→10~14V 

3 入力 電圧 イグニッションスイッチ OFF→ON 0V-10~14V IG A3←A5 

イグニッションスイッチ ACCでPレンジ→Pレン 
0V→約1秒間7.5~11.5 

4 KLS+ 出力 A4+A5 電圧 ジでシフトレバーノブボタンを押すまたは,Pレン A 
V,その後6〜9V 

ジ以外にシフト

E A5→ボデー 導通あり5 - 導通 常時

入力6 STP A6→A5 電圧 ブレーキペダル解放→踏む 0V→10~14V 

1 SLS- 導通 常時 導通あり- B1←A5 

イグニッションスイッチ ONでPレンジ→ブレー 
B 

キペダルを踏む→ブレーキペダルを解放または,P 2 SLS+ 出力 B2←A5 電圧 0V-8.5~13.5V→0V 

レンジ以外にシフト

イグニッションスイッチ ACCでPレンジ→Pレン 

1 P2 入力 C1 A5 電圧 ジでシフトレバーノブボタンを押すまたは,Pレン 9~13.5V-0V 

ジ以外にシフト

C 2 P - C2→A5 導通 常時 導通あり

イグニッションスイッチ ONで、Pレンジにシフ 

3 P1 入力 C3↔A5 電圧 トし,ブレーキペダルを踏む→Pレンジ以外にシフ 0V→9~13.5V 

ト
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シフトレバー後退位置警報装置

+ 
単体点検

リバース位置ウォーニングブザー

1 作動点検 

(1)コンビネーションメーターを取りはずす。 

(2) ブザー端子の極性に注意して端子間にバッテリー電圧を加えた 
H5716 

ときブザーが鳴ることを確認する。
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オーバードライブ(A140L) 

単体点検

201 
トランスミッションソレノイド

1 トランスミッションソレノイド点検 

(1)ソレノイド(1-2端子間)に12Vの電圧を加え,その時のソレノ 

イドの作動音を点検する。
IS-2-2-P 

(2) ソレノイドの抵抗値(1-2端子問)を測定する。 

基準値( 9 13±3Ω 

インジケーターランプ
(m) (3) 

1 インジケーターランプ点検 ON OFF 

(1) イグニッションスイッチをONにする。 

O/D 
(2) トランスミッションコントロールスイッチをOFFにした時, OFF 

消灯 O/D OFFインジケーターランプが点灯することを確認する。 
点灯

X0405 

(3) シフトレバーを各レンジにシフトしたとき,各レンジのインジ 

ケーターランプが点灯することを確認する。

O/D 
OFF 

X04B6 

トランスミッションコントロールスイッチ

1 トランスミッションコントロールスイッチ点検 

(1) コンソールボックスカバーを取りはずし,トランスミッション 
(3) 

コントロールスイッチのコネクターを切り離す。

ON 
(2) 1-3端子間の導通を点検する。 

基準一スイッチ ON …導通なし 

スイッチ OFF……導通あり 

X0467 S-4-1-B 

水温スイッチ

1 水温スイッチ点検 
0 

(1)水温スイッチのコネクターを切り離す。 ○ 

G 

(2) 導通を点検する。 

基準 43℃以上(冷却水温度) ON 

OFF 導通あり

50±5℃ 導通なし 

K4977 
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ECT (A140E) 

部品配置図

エンジンルーム

スロットルボジションセンサー

水温センサー

ダイアグノーシスコネクター

トランスミッションロック
アップソレノイド

ニュートラルスタート
スピードセンサーNo.2 

スイッチ

トランスミッションソレノイドNo.1 
トランスミッションソレノイドNo.2 

スピードセンサーNo. I 

室内
インジケーターランプ

ストップランプスイッチ

パターンセレクトスイッチ

エンジンコントロール
コンピューター

トランスミッションコントロールスイッチ

AD0279 AD0280 
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トラブルシューティング

トラブルシューティングの進め方

1 トラブルシューティングの進め方 

(1) 不具合現象を把握するため下記点検を行う。 

11    点検および機能点検を行う。(P6-2 P6-5参照) 

② ダイアグノーシス(自己診断)の点検を行う。 

③①,②の結果をチャートの指示に従って点検する。 

ダイアグノーシスについて

エレクトリカルコントロール系異常発生時 ダイアグノーシス機能

(1)エレクトリカルコントロールシステムに異常が発生した場合に, 
点灯

O/D OFFインジケーターランプを点滅させ巡転者に知らせる。 

注意消灯 異常項目が正常復帰した場合は点滅しない。

0.5秒 1.5秒 
(2)(1)の診断結果は,エンジンコントロールコンピューターに記憶 

し,ダイアグノーシスコネクターの端子(TE1やE1)を短絡した 

ときに,O/D OFFインジケーターランプを点滅させて、ダイ 

アグノーシスコードを表示する。

注意 コンピューターの記憶データーが消去されるので,EFI 

ヒューズ15Aおよびバッテリー端子は点検が終わるまで 

はずさない。

(3) スロットル開度およびシフト位置情報をダイアグノーシスコネ 

クター端子(T1→E,)電圧を測定することにより点検できる。 

ダイアグノーシス点検

1 バッテリー電圧点検 

基準値 10〜14V (エンジン停止時) 

注意 バッテリー電圧が低いとダイアグノーシスが誤診断する

おそれがあるので最初にバッテリー電圧を点検する。

O/D OFFインジケーターランプ点検 2 

(1) イグニッションスイッチをONにする。 

(2) トランスミッションコントロールスイッチをOFFにしたとき. 

O/D OFFインジケーターランプが点灯し、スイッチをONにし 57 18 
たとき,消灯することを確認する。 

ON OFF 

<参考> ・スイッチ OFF時,ランプが点灯しない場合は,ワイヤハ 

D/D ーネスの断線,ヒューズ切れ,バルブ切れが考えられる。 
OFF 

·ランプが常時点灯する場合は,ワイヤハーネスのショー 
消灯

点灯
ト (かみ込み)が考えられる。 

×0485 
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3 TE1端子短絡 
ダイアグノーシスコネクター

E、 (1)ダイアグノーシスコネクターのTu←E+E1端子を短絡する. 

注意 ダイアグノーシスコネクターの短絡位置を間違えると故

障の原因になるため,絶対に間違えない。 
TE. 

SH-18-1 

イグニッションスイッチ ON 正常時 4 

0.25秒 5 ダイアグノーシスコード読み取り0.25秒 

(1) トランスミッションコントロールスイッチをONにする。 点灯

(2) ダイアグノーシスコード(O/D OFFインジケーターランプの 

点滅回数)を読み取る。 

消灯

正常コード出力時

X0749 

異常時 0.5秒 
5 

点灯

消灯

6 ダイアグノーシスコード判別 
4秒 0.5秒 1.5秒 

2.5秒ー(トラブルコードが (1)下表に示すダイアグノーシスコードー覧表から判別する。 
異常コード42出力時 2種以上の時) 

または 注意 ダイアグノーシスコードが2つ以上ある場合は,コード 
4.5秒ー(前のトラブルコー 

ド繰り返しの時) 
番号の小さいものから出力される。

D4768 
<参考> ダイアグノーシスコード一覧表

コード
診 断 項 目 点 減 周 期 番号 診 断 内 容 

スピードセンサーNo.1系統 点灯 コンビネーションメーター内スピードセン2227 42 
(メーター内蔵) 消灯 サー 断線,ショート 

スピードセンサーNo.2系統 点灯 SSSLL トランスミッション内スピードセンサー61 
(トランスミッション内蔵) 消灯 断線,ショート 

トランスミッションソレノイ 点灯 2200000 シフト用ソレノイドS,(ワイヤハーネスも 62 
ドNo.1系統 消灯 含む)の断線,ショート 

トランスミッションソレノイ 点灯 222289 シフト川ソレノイドS2(ワイヤハーネスも 
63 

ドNo.2系統 消灯 含む)の断線,ショート 

トランスミッションロックア 点灯 222059 ロックアップ用ソレノイドSL(ワイヤハー 64 
ップソレノイド系統 消灯 ネスも含む)の断線,ショート 

注意 •"62","63","64"のコードが出力された場合,ソレノイ 

ドの電気的な不具合であり,スティック,詰まりなど機 

械的な不具合の場合は出力されない。

・“42”,“61”のコードが出力された場合,スピードセンサ 

-No.1,No.2の両方を点検する。 

·ダイアグノーシスは走行中に記憶される。 
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7 ダイアグノーシスコードの記憶消去 

(1)  

続する。

(2) 接続後, 正常コードが出力されることを点検する。 

注意 異常コードが出力された場合は,コードに従って再度修 

理を行う。

8 フェイルセーフ機能 

(1) ソレノイドバルブ系統で片側がショートまたはオープンした場 

介,コンピューターはもう一方のソレノイドをON,OFFさせ 

ド表のギヤ位置にする。また,両方のソレノイドが故障の場合 

は,機械的な油圧回路のみとなり,下表のようなマニュアルシ 

フトとなる。(断線およびショートの場合,コンピューターは 

故障したソレノイドへの通電を停止する。) 

ソレノイドNo.1,No.2フェイルセーフ 

ソレノイドNo1 ソレノイドMo2 ソレノイドNo1. 
正常時5 

シフト位置 製 常 時 異 常 時 No.2 常時 

No.1 No.2 ギヤN11 Na2 ギヤ No.1 No.2 キャ No.1 No.2 ギャ

○ × 1連 X-*○ 3 速 1 速 0/D 
○ ○ 2連 ○ ↑ ○ 0/D 1 

Dレンジ 
→× 

× ○ 3連 ○ ↑ × ↑ 1 
0/D × 0/l) ↑ ↑ × × X 

○ × 1速 x→○ 3 速 ○ 1 速 3速 

2 レンジ 2 速 ↑ ○→× 3 速 ← ○ ○ ○ 

× ○ 3速 ○ 1 × ↑ ← 

1 速 1 速 ○ 1速 1速 ○ × X 

Lレンジ 
○ ○ 2速 ○ 2速 ○ ↑ ← 

:故障状態 ○:通電状態,×:非通電状態, 

Tr端子出力電圧測定 

1 テスター接続 

(1) ダイアグノーシスコネクターのT7端子にテスターの(端子を上 
ダイアグノーシスコネクター

端子にテスターの一端子を接続する。
E 

·ダイアグノーシスコネクターの接続位置を間違えると故 注意

障の原因となるため絶対に間違えない。

·内部抵抗の小さいサーキットテスターを使用すると正し 

TT く電圧表示されないため,トヨタエレクトリカルテスタ 

ー以外のテスターを使用する場合は内部抵抗40kΩ以上 

のものを使用する。

2 イグニッションスイッチ ON 
SH-10-1 
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3 スロットルポジションセンサー点検(停車時) 8 ダ
イ
ア
グ
ノ
ー
シ
ス
端
子
出
力
VV 

7 (1)アクセルレーターペダルを企閉から徐々に踏み込んでいったと 
6 

き,0.5V以下から7.6~8.7Vまで段階的に変化するかどうか点 
5 

検する。
4 

ブレーキ信号(ブレーキペダルを踏む,パーキングブレ 3 注意

2 ーキを引く)を入れない。 
1 

4 ブレーキ信号点検(ロックアップカット信号) 0 1 

0 50 100 
(1) スロットルバルブを全開にしてTr端子の電圧を7.6〜8.7Vにす スロットルバルブ開度(%) 

D6164 る。

(2) ブレーキペダルを踏んだときと離したときのTr端子の電圧を点 

検する。

基準値 ブレーキペダルを踏んだとき 0.5V以下 

ブレーキペダルを離したとき 7.6~8.7V 

5 ギヤ位置点検(車速約10km/h以上) 

(1) T7端子の電圧とともにシフトアップしていくかどうか点検する。 

<参考> シフトアップは軽いショックで点検する。

ギヤの状態 Tr端子出力電圧(V) 

0.5以下 1 速 

2 速 1.7~2.4 

2 速ロックアップ 2.7~3.4 

3 速 3.7~4.4 

3 速ロックアップ 4.7~5.7 

O/D 5.7~6.7 

O/Dロックアップ 6.7~7.7 

マニュアル走行点検

P
R

D
2

L
 

1 マニュアル走行テスト 

(1) トランスミッションソレノイドコネクターを切り離す。 

(2) 走行中にそれぞれのレンジに合ったギヤに変速されているか点 

検する。

シフトレバー位置 Dレンジ 2レンジ Lレンジ 

ギヤポジション O/D サード ファースト

× 0488 
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フローチャートによるトラブルシューティング

注意 不具合現象を把握した後,該当するフローチャートに従 

って点検する。

1 フローチャートの見方 

作業する項目

点検する項目

·条件の記入のない項目はイグニッションス 

イッチ ONで行う。 

不具合要因

·ワイヤハーネス系も含む。 

変速不能 P6-19 

変速点不良 P6-20 

○/Dに変速せず P6-21 

ロックアップせず P6-22 

O/D OFFせず P6-22 

コネクター端子位置<参考> 

エンジンコントロールコンピューター

3S-FE 
S. SL P 

S2 OD2 BK 
ダイアグノーシスコネクター トランスミッションコントロール

スイッチ

E1 

M E2 00 Vd-64-2 2 

3 S-GE S 
P S2 002 STP 

SH-18-1 S-4-1B 

M SL L E2 OD 2 Vd-64-2 

ダイアグノーシスコード0 

Tel→E1端子を短絡 

コード“42”,“61” ·スピードセンサー不良 
ダイアグノーシスコードを読み取る

·スピードセンサー系ワイヤハーネス断線、ショート 
コード"62", "63", "64" 

コンピューターのコネクターを切り離し,S.,S2, NO ・ソレノイド断線,ショート 

·ソレノイド系ワイヤハーネス断線,ショート SL→GNDの抵抗は10~160か 

YES 

コンピューター出力回路不良
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1 変 速 不 能 

·エンジン暖機 冷却水温 80℃ 

·トランスアクスル油温 50~80℃ 

·TT端子にテスター接続 

Tr端子の電圧を測定する 

0.5V以下 0.5V以下以外 ·スロットルポジションセンサー調整不良 

• スロットルポジションセンサー系ワイヤハーネス不良 

スロットルバルブを開いていったときTr端子 NO(0.5V以下) 

の電圧は正常か

YES 
コンピューターのBK→E2の電圧は次の 

ようになるか (STP) NO 
ブレーキ信号系不良

ブレーキペダルを踏む 10~14V 

ブレーキペダルを離す 0.5V以下 

YES 

·コンピューター電源,アース系不良 

·スロットル信号系不良 

·Tr端子ワイヤハーネス系不良 

マニュアル走行してレンジに合ったギヤに変 NO 
トランスミッション系不良速するか

YES 

ソレノイドのコネクターを接続し、走行中TT 0.5V以下~7.7V正常 ·トランスミッション不良 

端子の電圧が変化するか〔エコノミーパターン〕 ·ソレノイド不良 

0.5V以下 0.5V以下 0.5V以下~5.7V 
P6-21回 ~3.4V 
O/Dに変速せずa項へ 

Dレンジでコンピューター L→E2の電圧は Dレンジでコンピューター 2→E2の電圧は 
10~14Vか 10~14Vか 

NO YES YES NO 

·ニュートラルスタートスイッチ不良 

·ニュートラルスタートスイッチ系ワイヤハーネス不良 

コンピューター不良

( )内は3S-GE搭載車 
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング6-20 

2 変速点不良

·エンジン暖機 冷却水温 80℃ 

·トランスアクスル油温 50~80℃ 

・T7端子にテスター接続 

Tr端子の電圧を測定する 

0.5V以下 0.5V以下以外 

·スロットルポジションセンサー調整不良 

·スロットルポジションセンサー系ワイヤハーネスイ良 

NO(0.5V以下) スロットルバルブを開いていったときT7端子 

の電圧は正常か

YES 

コンピューターのBK+H2の電には次の 

ようになるか (STP) NO 
ブレーキ信号系不良

ブレーキペダルを踏む 10~14V 

ブレーキペダルを離す 0.5V以下 

YES 

·コンピューター電源,アース系不良 

·スロットル信号系不良 

·Tr端子ワイヤハーネス系不良 

コンピューターM,P←ドール2の電圧は次のようになるか 

パターン NO パターンセレクトスイッチ系エコノミー マニュアル パワー
端 子 

不良
M↔GND 1.2V以下 10~14V 1.2V以ド 

P←GND 1.2V以下 1.2V以下 10~14V 
YES 

·スピードセンサー不良 

·コンピューター不良 

( )内は3S-GE搭載車 
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング 6-21 

3 O/Dに変速せず 

·エンジン暖機 冷却水温 80℃ 

·トランスアクスル油温 50~80℃ 

·TT端子にテスター接続 

NO 
Dレンジでマニュアル走行してO/Dになるか トランスミッション系不良

YES 

ソレノイドのコネクターを接続し,走行中Tr端子 0.5V以下~7.7V正常 ·トランスミッション不良 

の電圧が変化するか〔エコノミーパターン〕 ·ソレノイド不良 

0.5V以下 0.5V以下 0.5V以下~3.4V 

~5.7V 

Dレンジでコンピューター 2←F2の電圧は 
Dレンジでコンピューター L↔F2の電圧は 

10~14Vか 
10~14Vか 

YES NO NO YES 
a -- 

・ニュートラルスタートスイッチ不良

·ニュートラルスタートスイッチ系ワイヤハーネス不良 

コンピューター不良

コンピューター OD2→E2の電圧は次のようにな 
・トランスミッションコントロールスイ

るか NO 
ッチ不良

コントロールスイッチ ON 10~14V 
·ワイヤハーネス系ショート 

コントロールスイッチ OFF 0.5V以下 

YES 

コンピューター OD(←E2の電圧は10〜14Vまた YES 
コンピューター不良

は5.2~6.2Vか 

NO 

※オートドライブコンピューターのコネクターをは 

ずしたときエンジンコントロールコンピューター YES ·オートドライブコンピューター不良 

OD,←E2の電圧は10〜14Vまたは5.2〜6.2Vにな ·ワイヤハーネス系ショート 

るか

NO 

· 水温センサー不良 

·エンジンコントロールコンピューター不良 

·ワイヤハーネス系ショート 

※オートドライブ付き車 
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6-22 オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング

ロックアップせず4 

・エンジン暖機 冷却水温 80℃ 

·トランスアクスル油温 50~80℃ 

·TEL→ド」端子を短絡 

YES P6-180 
ダイアグノーシスコードが出力されるか

ダイアグノーシスコードへ
NO 

YES ·ロックアップソレノイド不良 エコノミーパターン,約60km/hで走行中T7端子 

より6.7~7,7Vが出力されるか ·トランスミッション系不良 

NO 

コンピューター BK→E2の電話は次のようになる 
YES (STP) ·コンピューター電源,アース系不良 か

ブレーキペダルを踏む 10~14V ·スロットル信号系不良 

ブレーキペダルを離す 0.5V以下 

NO 

ブレーキ信号系不良

( )内は3S-GE搭載車 

5 O/D OFFせず(トランスミッションコントロールスイッチ OFFでO/D→3せず) 

·エンジン暖機 冷却水温 80℃ 

·トランスアクスル汕温 50~80℃ 

●TEL→E」端子を短絡 

YES P6-180 
ダイアグノーシスコードが出力されるか

ダイアグノーシスコードへ
NO 

トランスミッションコントロールスイッチ OFF 
YES(0.5V以下) 

でコンピューター OD2←F2の電圧は0.5V以下 コンピューター入力同路不良

か

NO 

トランスミッションコントロールスイッチのコネク

ターをはずし,1→3の導通が次のようになるか NO トランスミッションコントロールスイ
コントロールスイッチ ON 導通なし 

ッチ不良
コントロールスイッチ OFF 導通あり 

YES 

コントロールスイッチからコンピューターのワ

イヤハーネス不良
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング 6-23 

単体点検
ソレノイドコネクター ロックアップソレノイド

コネクター

トランスミッションソレノイド3 

1 トランスミッションソレノイド点検 

(1)エンジンルーム内のトランスミッションソレノイドおよびロッ 

クアップソレノイドのコネクターを切り離す。

(2) ソレノイドコネクターの1,3端子およびロックアップソレノ 

イドコネクターの1端子に12Vの電圧を加えた時のソレノイド 

X0489 IS-2-2-P の作動音を点検する。

(3) ソレノイドコネクターの1,3端子およびロックアップソレノ 

イドコネクターの1端子とアース間の抵抗値を測定する。 

基準値 13±3Ω 

21 スピードセンサー

1 スピードセンサー点検(トランスアクスル内) 

(1) 前輪の片側をジャッキアップする。 

(2) スピードセンサーのコネクターを切り離しテスターを接続する。 

IS-2-2-B (3) タイヤを回転させた時,断続して導通があることを確認する。 

2 スピードセンサー導通点検

(1)スピードセンサーにマグネットを近づけたり,遠ざけたりした 

時の導通の有無を点検する。

基準 マグネットを近づける……導通あり 

マグネットを遠ざける……導通なし 
O 

マグネットを
近づけたり
遠ざけたりする ○ 

D6182 

パターンセレクトスイッチ

1 導通点検 

(1)各端子間の導通を点検する。 

エコノミー パワー マニュアル 基 準 ○一〇導通あり 

端子 3 4 5 6 
セレクト位置

エコノミー
6 5 4 

パワー ○ 

マニュアル ○ ○ 
K0899 S-6-2-B 

トランスミッションコントロールスイッチ

1 トランスミッションコントロールスイッチ点検 

(4) (1) コンソールボックスを取りはずし,トランスミッションコント 

ロールスイッチのコネクターを切り離す。ON 

(2) 1-3端子問の導通を点検する。 

基準コントロールスイッチ ON ON ……導通なし 

コントロールスイッチ OFF…導通あり 

X0487 S-4-1-B 
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング6-24 

ニュートラルスタートスイッチ

(P6-4参照) 

インジケーターランプ(m) (3) 

OFF ON 1 インジケーターランプ点検 

(1) イグニッションスイッチをONにする。 O/D 
OFF (2) トランスミッションコントロールスイッチをOFFにした時,O/D 

消灯
点灯 OFFインジケーターランプが点灯することを確認する。 

×0485 

(3)パターンセレクトスイッチの操作により各パターンのインジケ 

ーターランプが点灯することを確認する。

(4) シフトレバーを各レンジにシフトしたとき,各レンジのインジ ECT-S- O/D 
OFF ケーターランプが点灯することを確認する。

MANU PWR 

(1) 

X0490 

ストップランプスイッチ

1 導通点検 

A/Dなし 

(1) ブレーキペダルを踏んだとき、スイッチの端子間に導通がある 

ことを確認する。

K0886 

A/D付き 

(1)ブレーキペダルを踏んだとき,スイッチコネクターの1→3端 

了間に導通があることを確認する。

3 

K8570 
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング 6-25 

エンジンコントロールコンピューター

1 コンピューター点検 

(1) コンピューターコネクターのロックをはずす。 

注意 コネクターを破損させない。

(2) 各端子間の導通または電圧を測定する。 

注意 ·コネクターは、コンピューターに接続した状態で点検す 0 0
0

0
 

る。

·イグニッションスイッチ ONで点検する。 
R4101 

3S-FE 
THW SPD BATT 

S St SL P DG 00, BK 

L 2 SP1 E. M IDL E2 +B +8 

VTA NSW 

3S-GE 
THW STP BATT 

P S. S2 SP SP 00 

M sl E IDL DG Ex 2 B +8 

VTA NSW 

Vd-64-2 Vd-64-2 

端 子 測 定 定   条 件 測定項目 基準値

E.→ボデーアース 導通 常時 導通あり

BATT→Ei 電 圧 常時 10~14V 

+B,+B1⇔E, 電圧 10~14V 

スロットルバルブ全閉 1.0V以下 
IDL→E2 電 圧 

スロットルバルブ開(約1.5°以上) 4.5~5.5V 

スロットルバルブ全閉 1.0V以下 
VTA+E2 電 圧 

スロットルバルブ全開 3.5~5.5V 

※トランスミッションコントロールスイッチ ON 1.0V以下 
OD2→E1 電 圧 

トランスミッションコントロールスイッチ OFF 10~14V 

THW→E, 電 圧 冷却水温約80℃ 0.1~1.1V 

P, Nレンジ 10~14V 
NSW→E, 電圧

P,Nレンジ以外 1.2V以下 

Lレンジ 10~14V 
L→E1 電 圧 

Lレンジ以外 1.2V以下 

2レンジ 10~14V 
2→EL 電圧

2レンジ以外 1.2V以下 

パワーパターン 10~14V 
P↔E, 電 圧 

パワーパターン以外 1.2V以下 

マニュアルパターン 10~14V 
M→E, 電 圧 

マニュアルパターン以外 1.2V以下 

※ダイアグウォーニング中は除く 
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オートマチックトランスアクスルートラブルシューティング6-26 

端子 測   定   条 件 基準値測定項目

Sa,SL↔E, 電圧 車両停止状態 1.0V以下 

S.↔E. 電 圧 車両停止状態 10~14V 

SP1 
→E, Hz 走行中 “バー”が点滅または点灯 

(SPD) 
“バー”が点滅または点灯 SP₂+E Hz 走行中

ブレーキを踏む 10~14V STP (BK) + E, 電 圧 
ブレーキを踏まない 1.0V以下 

( ) 3S-FE搭載車 
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オートマチックトランスアクスルースロットルケーブル & バルブボデー 6-27 

スロットルケーブル & 

バルブボデー

準 備 品 

工 具 09043-38100ヘキサゴン10レンチ トランスアクスルドレーンプラグ脱着用

油脂
キヤッスル·オートフルード·D-I トランスアクスル注人用

その他

スロットルケーブル& バルブボデー 

注意 脱着作業後,必ず基本点検,調整を行う。 

脱着構成図

スロットルケーブルASSY 

ニュートラルスタート

スイッチASSY 

55 骨割

ナットストッパ
ケーブルクランプ

トランスミッションコントロール
シャフトレバー

9 ●ガバナアブライ ガバナオイルストレーナー小 C 
ガスケットNo.1 (A140L) 7 (m) マニュアルスプリングサブASSY 

T=70 マニュアルディテント
スプリングカバー

T=55 スプリングワッシャー

トランスミッションバルブ T=100 T=130 
ボデーASSY マニュアルバルブボデー

リヤクラッチアキュームレーターチューブ ↓ T=100 T=100 マニュアルバルブ1 

オイルストレーナーガスケット
ブレーキアキュームレーター
チューブ

オイルストレーナーサブASSY 

アキュームレーターバック
ブレッシャーチューブ フォワードクラッチアキュームレータ

チューブ ¢ 
●トランスアクスルオイルバン 

↓ オイルストレーナ 5 T=100 ガスケット
マグネット 31 

アキュームレーターアプライ

チューブブラケット トランスアクスルオイルバン
サブASSY 

息T=100 
鼻T=50 

●ドレーンブラグガスケット Φ 

昌

エンジンアンダーフロントカバーNo.2 

T=500 
↓ 

↓ 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

×0491 
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オートマチックトランスアクスルースロットルケーブル & バルブボデー 6-28 

作業上の留意点調整用マーク

スロットルケーブル調整

<参考> スロットルケーブルを新品と交換した場合に行う。 

(1)スロットルケーブルを中程で約200Rに曲げ,ケーブルにたるみ 200R 

のない状態で図に示す位置でマークをかしめる。
-0.8~1.5mm 

調整用マーク

K8170 
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オートマチックトランスアクスルーディファレンシャルオイルシール 6-29 

ディファレンシャルオイルシール

準備品

09308-00010 オイルシールプラー オイルシール取りはずし用

トヨタオートマチックトランス
09350-32014 √ 

ミッションツールセット

SST 09351-32130 ハンドル オイルシール取り付け用

09351-32150 オイルシールリプレーサー オイルシール取り付け用

09628-62011 ボールジョイントプラー タイロッドエンド切り離し川

09043-38100 ヘキサゴン10レンチ トランスアクスルドレーンプラグ脱着用

工 具 

ソケットレンチ(30mm) フロントアクスルハブセットナット脱着用

計 器 トルクレンチ (500~2800kg·cm) フロントアクスルハプセットナット締め付け用

ドライブシャフトスナップリングおよびオイルシ
キヤッスル·MPグリース 

油脂 ールリップ塗布用

その他
キヤッスル·オートフルード·D-II トランスアクスル注入用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



オートマチックトランスアクスルーディファレンシャルオイルシール6-30 

脱着構成図

フロントドライブシャフトASSYライト 

T=650 

●スナップリング 

タイロッドエンドASSY 

フロントドライブシャフトASSYレフト 

●オイルシール 

© 
●フィラープラグガスケット 

T=500 

コッタービン
エンジンアンダーフロントカバー

No.1 
1 

2 

コッタービンT=500 C 
C 

●オイルシール 

金
見

T=1900 
●ドレーンプラグガスケット 

0 T=1300 
晶T=500 

T=1300 

エンジンアンダーフロントカバーNo.2 

♣ 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

×0492 

ディファレンシャルオイルシール交換

SST 
1 フロントドライブシャフト取りはずし 

1 
(P7-39参照) 

2 オイルシール取りはずし 0 

(1) SSTを使用して,オイルシールを取りはずす。 

SST 09308-00010 

E 1544 

オイルシール取り付け3 
左側

左側

(1) SSTを使用して,左側のオイルシールをリテーナー端面まで 

打ち込む

SST SST 09351-32130 09351-32150 

基準値 リテーナー端面から2.7±0.5mm 

(2)オイルシールリップ部にキャッスル·MPグリースを塗布する。 

D6227 
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オートマチックトランスアクスルーディファレンシャルオイルシール 6-31 

右側 右側

(1) SSTを使用して,右側のオイルシールをケース端面まで打ち込 

む。

SST 09351-32130 09351-32150 SST 
基準値 ケース端面から 0±0.5mm 

(2) オイルシールリップ部にキヤッスル·MPグリースを塗布する。 

4 フロントドライブシャフト取り付け 

(P7-52参照) 

D6767 5 オイル量点検 

<参考> トランスアクスルディファレンシャル部オイル量点検
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オートマチックトランスアクスルーコントロールケーブル& フロアシフト 6-32 

コントロールケーブル & 

フロアシフト

準備品

09031-00030 ピンポンチ シフトレバーグルーブドピン脱着用工 具 

油 脂 
キヤッスル·MPグリース 各部塗布川

その他

コントロールケーブル& 

フロアシフト

注意 ·ケーブル先端を持ってこじらない。 

·ケーブルおよびブーツ部をたたくなど無理な力をかけな 

い。

·ケーブル取り扱い時,曲げ半径を130mm以下にしない。 

·ケーブル脱着後,必ずシフトレバー位置点検,調整を行う。 

·フロアシフト脱着後,必ずシフトロックコントロールの 

機能点検を行う。(P6-9参照) 

脱着構成図

フロントビラーガーニッシュカバーRH 

インストルメントクラスターフィニッシュセンターパネル

フロントドアスカッフプレート

ヒーターコントロール コンソールアッパーバネルサブASSY 
ネームブレート

コンソールボックスサブASSY 

6 
インストルメントバネル
フィニッシュロワーNo.1バネル 

ートランスミッションフロアシフトASSY 
ラジオレシーバーASSY 

T = 50 クリップ
クリップ T=120 

相馬

インストルメントパネル 心

フィニッシュロワーセンターパネル D ダストシールリテーナ

T=55 

クランプNo.2 

トランスミッション' クリップー コントロールケーブル

0 T=135 $ 

インストルメントバネルフィニッシュロワーパネルT=135 

締め付けトルク(kg·cm) 

×0980 
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オートマチックトランスアクスルーコントロールケーブル & フロアシフト 6-33 

フロアシフトASSY 

分解構成図

パターンセレクトスイッチ

シフトレバーノブボタン

ECTなし 
スプリング

シフトレバーノブ

ホールカバー

トランスミッション
コントロールスイッチ

シフトレバーノブカバーポジションインジケーター
アッパーハウジング

コントロールポジション
インジケータープレート

@ 
リセットボタン

C 

スライドカバー

シフトレバーノブスリープ8
)
 

スプリング

ポジションインジケーター
ロワーハウジング

ディテントロッド

バルブキャップ
ランブー

·レバーコンプリート 

インジケーターランプ
コンプレッションスプリングサブASSY 

グルーブドピン

コントロールシャフトNo.1. 

●クランブ カラー

⑥ T=130 シフトNo. 2レバー スプリングワッシャー

サブASSY 

ウエーブワッシャー 10 
1 T=130 C 

0 
骨 ブシュNo.2 シフトロックプレート

シフトロックプレートガイド
スライドワッシャー

シフトロックコントロールスイッチ

シフトロックコントロール
コンピューター

Eリング 610 
スプリング

④ 

シフトロックリリースリンク
シフトレバープレートサブASSY 

mQ 
シフトロックソレノイドブラケットサブASSY 

◆……キヤッスル·MPグリース塗布 ・再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

×0493 
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6-34 オートマチックトランスアクスルーコントロールケーブル & フロアシフト 

作業上の留意点

(A) 
1 シフトレバーノブスリーブ取りはずし 

(1) シフトレバースリーブド端からシフトレバーに端までの小法4) 

を測定する。

(2) シフトレバースリーブおよびスプリングを取りはずす。 

K6583 

2 2 グルーブドピン取り付け 

グルーフドピン (1) ピンポンチを使用して,グルーブドピンを図に示す寸法まで打 シフトレバー

ち込む。` 
$ 

9.6~10.5mm 基準値 9.5~10.5mm 

ディテントロッド

× 0494 

3 シフトレバーノブスリーブ取り付け 

A (1)ノブスリーブを取りはずし前に測定した小法(A)までねじ込む。 

K6583 
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オートマチックトランスアクスルードライブプレート & トルクコンバーター 6-35 

ドライブプレート & 

トルクコンバーター

準備品

トヨタオートマチックトランス
09350-32014 

ミッションツールセット

SST 09351-32010 1ウェイクラッチテストツール トルクコンパーター点検用

09351-32020ステーターストッパー トルクコンバーター点検用

ダイヤルゲージ計 器 ドライブプレート振れ点検用

単体点検

ドライブプレート

1 ドライブプレート振れ点検 

(1)ダイヤルゲージを使用して,ドライブプレートの振れを点検す 

る。

限度 0.2mm 

ボルト穴付近の値をドライブプレートの振れとする。注意

E1954 <参考> エンジン側に鉄板(縦約70mm×横約90mm×厚さ約5mmで 

端に直径12mm程度の穴をあけたもの)を取り付け,マグ SST(ストッパー) SST 
(ツール) 

ネットスタンドをセットすると測定しやすい。

トルクコンバーター

トルクコンバーター1ウェイクラッチ作動点検 

(1) SST(ツール)をステーターシャフトかん合部に挿入する。 

SST 09351-32010 

(2) コンバーターのスリーブ部からSST(ストッパー)を挿入し, 

E4235 ステータースラストワッシャー切り欠き部にかん合させる。

SST 09351-32020 
SST 

(3)コンバーターを立てて,SST(ツール)を回す。 (ストッパー) 

基 準  右に回したとき軽く回転し,左に回したときロックする 

SST(ツール) 

K8178 
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